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銘 柄 用 途 お よ び 使 用 特 性

製造寸法
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溶着金属の化学成分の一例 ％ 溶着金属の硬さの一例
（ビッカース硬さ）

C Si Mn Cr Mo V 母 材 層数 硬さ 熱 処 理

PFB-160／USB-43

硬化肉盛溶接の下盛に適しています。溶着金属のビッ

カース硬さは１６０程度を示します。

良好な伸びと衝撃値を有しています。

０．４×５０ ０．１０ ０．３７ １．２４ － － － 炭素鋼 ２ １５９ 溶接のまま

PFB-250／USB-43
圧延ロール、各種ロールの肉盛および硬化肉盛の下盛
に適しています。
溶着金属のビッカース硬さは２５０程度を示します。

０．４×５０ ０．１３ ０．６６ １．８０ ０．８３ ０．２８ － 炭素鋼

１ ２４０ 溶接のまま

２ ２５４ 溶接のまま

３

２６７ 溶接のまま

２５５ ５５０℃×２h，A．C．

２２５ ６２５℃×２h，A．C．

PFB-350H／USB-43

圧延ロール、各種ロール、クレーンホイール、鉱石車

タイヤなどの肉盛溶接に適しています。

溶着金属のビッカース硬さは３５０程度を示します。

０．４×５０ ０．１３ ０．４０ ０．５０ ２．５０ １．０３ ０．１４ 炭素鋼 ３

３６５ 溶接のまま

３８０ ５５０℃×２h，A．C．

３９２ ６００℃×２h，A．C．

３４５ ６５０℃×２h，A．C．

PFB-450H/USB-43

圧延ロール、ローラ類、高炉ベルなどの肉盛溶接に適

しています。

溶着金属のビッカース硬さは４５０程度を示します。

Cr，Moを含んでいるため焼もどし軟化抵抗に優れて

います。

０．４×５０ ０．１５ ０．４０ ０．５５ ４．４０ １．１８ ０．１６ 炭素鋼 ３

４３８ 溶接のまま

４２５ ５５０℃×２h，A．C．

４３２ ６００℃×２h，A．C．

２８５ ６５０℃×２h，A．C．
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